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硫黄 ドー プfiO2薄膜は硫黄安定性が高く・水素生成速度も向上した・しかしながら硫黄 ドー プ量には最適値があ
り、過剰な硫黄 ドー プはTio2のバンド構造を水素生成反応に適さない構造に変化させてしまう可能性があること
を実験的に示 した。




ことを見出した。水銀灯全光照射下におけるNi担持硫黄 ドー プ 羽02薄膜によるエタノールからの水素生成速度















本論文は,実 用的 な水素生成のための高機能Tio2光触媒の調製を目的に遂行 された。
第1章 では,研究の背景を述べTio2光触媒 による水素生成の既往の研究か ら課題点を明確 にし,Tio2
薄膜光触媒 の高機能化を図るため,硫黄 ドープによるTio2薄膜の可視光応答化 ならびに金属Niナ ノ粒
子の担持による表面反応速度向上を,本論文の目的 とした。
第2章 では,液相還元選択析出法 における金属 ナノ粒子の析出プロセスを気相系に拡張 した気相還元
選択析出法 を開発 した。ニ ッケロセンの蒸気 を薄膜表面に吸着させ,ヒ ドラジンの蒸気によってニッケ
ロセンを還元 し,薄膜表面で不均一核生成 を経て直接金属Niナ ノ粒子が生成す る反応系を設計 した。
ガラス基板 を使用 したモデル実験から,金 属Niナ ノ粒子は数十ナノメー トルの均一なサイズで生成す
ることを見出 した。 さらに,粒子サイズや析出量は調製条件 によって容易に制御可能であること,様 々
な基板材料 も適用可能であることを明らかに し,本手法が一般性を有す ることを示 した。
第3章 では,水 素生成に適 した可視光応答TiO2を得るために,二 硫化炭素を用いた雰囲気制御型 レ
ーザーアブ レーション法によって硫黄 ドープTiO2薄膜を調製 した。 この薄膜は可視光照射下でメチ レ
ンブルー色素の脱色反応活性を示 した。また,エ タノール分解 による水素生成反応では高い活性が長時
間持続することが判明 した。結晶性の硫黄 ドープTiO2薄膜は非晶質薄膜 と比較 して硫黄の安定性が高
く,光触媒活性も向上 した。硫黄 ドープ量には最適値があり,過 剰な ドープはTiO2のバン ド構造を水
素生成に適 さない構造へ と変化させる可能性 も実験的に示 した。
第4章 では,Ni担持硫黄 ドープTiO2薄膜を調製 した。光触媒活性はNiナ ノ粒子を担持す ることに
よって飛躍的に向上 したが,一 方で最適なNi担持量条件が存在することが判明 し,Niはナノスケール
で高分散に担持 させ ることが肝要であることが示唆 された。本論文で調製 した薄膜光触媒は,従 来法で





よって,本 論文 は博士(工学)の学位論文 として合格と認める。
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